
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 和歌山県 】 

１実践テーマ 【   Ⅴ   】  

２実施対象者 県立和歌山ろう学校 

児童・生徒：4名 

引率：4名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（         ） 

② 行事名（ セーリング体験 ） 

③ その他（         ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・ オリンピック・パラリンピック教育を実施することにより、オリ

ンピック・パラリンピック・ムーブメントの普及・推進を図るとと

もに、スポーツ機運の醸成を図り、生涯にわたって豊かなスポーツ

ライフを継続する資質や能力を育てる。 

・ 国からナショナルトレーニングセンターとして指定されている和

歌山セーリングセンターの充実した施設・設備を活用し、オリンピ

ック種目であるセーリング競技の魅力に触れる。 

 

５ 取組内容 日時：平成 30 年 10 月 10 日（水） 

場所：和歌山セーリングセンター 

内容 

 ・ はじめに、セーリング競技のナショナルトレーニングセンター

競技別強化拠点である和歌山セーリングセンターの説明を受け

た。その後、日本セーリング連盟が作成しているセーリング競技

紹介ビデオ（オリンピック種目の 1 つにセーリング競技があり、

競技の魅力やオリンピックを目指す選手たちを紹介するもの）を

鑑賞し、施設内に掲示しているオリンピックセーリング競技大会

（2012 年ロンドンオリンピック）で撮影された写真の紹介を受

けた。 

 ・ 施設の湾内でヨットに乗り、セーリング体験を実施した。「ア

クセスディンギー」という初心者でも安全に操船できるヨットを

用いての体験であった。 

   オリンピックエンブレムが掲げられている艇庫がすぐそばに

あり、オリンピックに関連するナショナルトレーニングセンター

であることが良く分かった。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 

Keita Fukuda




 

 
 

 

 

６ 主な成果 

 

・ オリンピックの種目の一つにセーリングという競技があることを

知ることができた。 

・ 身近に、オリンピックに関連するナショナルトレーニングセンタ

ー競技別強化拠点というものがあり、素晴らしい施設であることを

実感できた。 

・ セーリング体験ということで、普段では体験できないスポーツに

触れることができ、貴重な体験をすることができた。 

・ 「インクルーシブセーリング」という言葉があり、パラセーリン

グ（パラスポーツ）の普及拡大に努めているという話も聞くことが

できた。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特

色） 

・ ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点でのセーリング

体験ということで、この施設でしか体験できない内容であった。 

・ 普段では触れることのないセーリングを実際に体験することがで

きた。 

 

８主な課題等 ・ 貴重な経験をすることができ見識を深めることができた。この体

験をもとに、オリンピック・パラリンピックに関する興味関心を高

めていきたい。 

 

 

９来年度以降

の実施予定 

・ 可能な範囲で実施（参加）していきたい。 

 

 

 


